










































































































































































































































































































りした結果、   練習の必要性 を強く意識するようになっている。
＜④実際におはなしを語ってみて＞
Ｂ： まず、覚えることができなくて何回も何回も声に出して練習した。そして、本番
では、覚えたことを発表することに必死で声のトーンを変えたり、強弱をつけた
りすることができなかった。保育士になるためには、人前に立つことをまずはじ
めに克服しなければだめだと感じた。話してみるとお話が完璧でないというのも
あって、下を向いてしまった。人前でなにかをすることはすごく緊張してしまう
ので、慣れることがとても大切だと気づいた。
Ｃ： 自分で思っていたよりずっと緊張して、上手く話すことができなかった。でも、
結局経験が大事だし、これからもこういう機会があるといいなと思う。今度、デ
イキャンプで小さい子だけ集めて素話をしてみようかなと思った。
Ｆ： 練習をたくさんした。家族を前に披露したり、姉の子ども（５歳と３歳）に聞い
てもらったりした。本番、練習のおかげか不思議とそんなに緊張しなかったが、
一度途切れた時も焦ってしまったが、物語が頭に入っていたので、止まることは
なかった。
 練習の必要性
・何回も何回も声に出して練習した。
・人前に立つことをまずはじめに克服しなければだめだと感じた。
・慣れることがとても大切だと気づいた。
・これからもこういう機会があるといいなと思う
・練習をたくさんした。
・本番、練習のおかげか不思議とそんなに緊張しなかった
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（７）　語り方の工夫
　聞くこと・語ることに自信のなさを述べていたＡ、Ｂ、Ｃは、友達の話を聞くことを通し
て、コミュニケーションには、次のような工夫が必要であることに気づいている。
＜②友達のおはなしを聞いて＞
Ａ： 友達の発表を聞いて、見習うべきところがたくさんあった。みんな同じスタート
地点だったのに、私よりすごく生き生きと話している人はすごいと思った。やっ
ぱり聞く立場にいると、私のように棒読みより、表情豊かでニコニコ話している
人は好印象が持てた。私もみんなのように話せるようになりたいと思った。
Ｂ： 気になった点は、あまりにも声に色がないと、聞いていてつまらなくなってしま
い飽きてしまうことがありました。
Ｃ： 一人ひとり個性があると思った。でも覚えきれなかったのか、緊張で忘れたのか
中途半端な人が多かったのが残念だった。棒読みだと面白くないし、話自体がつ
まらないのも、面白くないから自分が何を選ぶかも重要。
＜④実際におはなしを語ってみて＞
Ａ： 実際にやってみて、お話を語ることが大変だと思った。話の暗記は当たり前のこ
とであり、それに表情や強弱をつけること。わかっているのだけれど、話すのに
精一杯で全く意識することができなかった。私の場合は、語るというより緊張し
すぎて棒読みのようになってしまったので、語るということに関して、あまり満
足できなかった。
　学生Ａ、Ｂ、Ｃは、話す、聞く両方を体験した結果、上記の事例のように、声の出し方な
どの語り方の工夫、表情など、語り方によって、聞く側が左右されることも学んでいる。「聞
く・話す」技術には、単にストーリーテリングを覚えて語る体験と聞く体験を重ねる次の段
階として、語り方の技術向上のための方策を練ることが求められる。
 語り方の工夫
・友達の発表を聞いて、見習うべきところがたくさんあった。
・あまりにも声に色がないと、聞いていてつまらなくなってしまい飽きてしまう。
・一人ひとり個性がある。
・棒読みだと面白くない。
・自分が何を選ぶかも重要。
（８）　お話に新たな発見
＜④実際におはなしを語ってみて＞
Ｄ： 今回は目線が一番の反省点である。全体に目線を向けるように気を付けたのだが、
恥ずかしさと緊張でなかなか一人ひとりとアイコンタクトをとることができず、
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目線が上の方を彷徨ってしまった。相手に何かを話す時に、目線を合わせる事は
必要不可欠な事なので、実践の場では一人ひとりの子ども達と目線をあわせられ
るようにしたい。意外と難しいと思ったのが間の取り方だ。シーンの境目で自分
としては一呼吸置いたつもりだったのだが、先生からの指摘していただいてあれ
は間になっていなかったのだと分かった。この先おはなしをする時はもっと間を
しっかりとれるように気を付けたい。
　学生Ｄは、自身の語りの反省から、語ることの大変さとその改善すべきポイントに気づい
ている。
・お話に新たな発見。
・今回は目線が一番の反省点である。
・実践の場では一人ひとりの子ども達と目線をあわせられるようにしたい。
・意外と難しいと思ったのが間の取り方だ。
（９）　語り手による違い
＜②友達のおはなしを聞いて＞
Ｄ： 日本だけでなく世界各国のおはなしなど多種多様なおはなしが聞けて有意義な時
間だった。おはなしの覚えが曖昧なまま発表になってしまった人もいたが、途中
でおはなしが途切れてしまうと頭の中のイメージも固める事ができず、そのおは
なしの本当の面白さが半減してしまったように感じた。「あかずきん」や「さん
びきのこぶた」など幼いころから親しんでいる作品でも自分が知っている作品と
は一味違って楽しかった。そして同じおはなしでも語り手が変わると印象がだい
ぶ違った。例えば「ついでにペロリ」ではＡさんは無邪気な猫だったが、Ｂさん
は狡猾そうな猫のように思ったし、「こびととくつや」もＣくんのは、やや騒が
しい靴屋さんで、Ｄさんは穏やかな靴屋さんだと感じた。絵本の読み聞かせは視
覚に頼っている分、誰が語ってもあまり印象が変わらないので、おはなしは語り
手によってこれほど印象が変わると思っていなかったので、今回一番の発見だっ
た。
　学生Ｄは、友人の話を聞き、語り手により違いが生じることに気づいている。
 語り手による違い
・多種多様なおはなしが聞けて有意義な時間だった。
・自分が知っている作品とは一味違って楽しかった。
・同じおはなしでも語り手が変わると印象がだいぶ違った
・おはなしは語り手によってこれほど印象が変わると思っていなかったので、今回一番の発
見だった。
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５．まとめ
　事例から最初に浮かび上がった結果は、高校までの体験により、聞くことや人前での発表
に対する自信にはっきりとした認識や自信の差が表れたことである。しかし、自らが語り、
友達の語りを聞くことにより、自信がなかった学生の苦手意識にも、変化が見られることが
認められた。
　特に「話す力」に関しては、語る経験から、練習の必要性への気づきがあり、更には、人
前で話すためには、自信が必要であること、そしてその自信を深めるためには、練習だけで
はなく、何度も繰り返し慣れていくことの必要性についても言及していた。又、語り方の工
夫については、語ることに苦手意識の有る無しにかかわらず、双方のグループとも、語る際
の声や表現力、表情如何で、話が面白くもつまらなくもなることに気づいている。又、アイ
コンタクトが重要であることや間の取り方への配慮まで認識を深めた学生もいることがわ
かった。結果として、友達の話を聞くことによって、同じ話でも語る人によって、違った印
象をもつことになるといった発見もあった。
　しかし、ただ単に人の話を聞くように強要することは、根本的な「聞く力」養成にはつな
がらないばかりでなく、授業への拒否的な態度を育てかねない。人が話を聞きたいと思う心
境になるためには、その話が面白く興味がないと長続きはしないであろう。逆の立場で、発
表する際に話す内容を自分自身で作成することも、相当の技術や能力、経験が求められるこ
とが予想される。「聞く力・話す力」養成には、段階を踏んでいくことが重要なのである。
　伊藤進 viは、『聞く力を鍛える』の中で、「聞く力」増強のために「①認識とモティベーショ
ン　②知識　③戦略　④練習と訓練」の４つの段階が必要であると説明している。学生が自
信を持って語るためには、調査結果に「場に慣れていかなければならない。」「何度も声に出
して練習し、たくさん経験して技術を身につけなければと思った。」とあるように、相互に
話を聞きあうことにより、練習と訓練の必要性を強く認識したことは、大きな収穫であろう。
　人前で語る技術を身に付ける第一段階は、整ったテキストの文章を覚えることである。江
戸時代の寺小屋学習においては、徹底的に論語や名文を暗唱し、識字教育を強化してきた。
暗唱は、日本の伝統的教育方法であるが、きわめて斬新な方法・技術によって伝えられてき
た。北岡俊明は、「江戸二百七十年間の教育方法は暗唱（素読）であり、明治維新の原動力
となったものである。日本がアジアにおいて近代化に成功した原動力の一つが暗唱（素読）
教育であったvii」と暗唱術の効用を述べている。辻本雅史viiiは、暗唱することで優れた文章
を模倣でき、語彙力、文章力の体得につながることを指摘している。ここには、日本の国語
教育の根幹ともいえる学習法が見てとれる。一方で、井上一郎は「話す力・聞く力を育てる
には、指導の機会を繰り返し設ける必要がある。多様な状況や場面において、話し手と聞き
手が直接的に向かい合い、対応する能力を求められるために実技性が高いix」と述べている。
　しかし、ストーリーテリングの特徴として、単に記憶した文章を口に出す暗唱と違う要素
があることを明らかにする必要がある。聞き手が集中して聞くことができ、感動するお話を
語るためには、覚える過程で、自分の個性や感情を投入することを忘れてはならない。そこ
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に、暗唱とは違う面白さがある。
　寺井正憲 xは、コミュニケーション教育の重要なポイントを次の二点にまとめている。一
つ目は、協同的なコミュニケーション――参加型の語りを用いて聞き手を積極的にお話の世
界に巻き込み、聞き手の参加度を高める授業づくりをすること。二つ目は、メタ・コミュニ
ケーション能力の育成――自らのコミュニケーションをモニターしたり、コントロールした
りする能力を培う実践授業をすること。
　このように、北岡の寺小屋での「暗唱教育」から始まった「話す・聞く力」養成は、辻井
の「模倣と習熟」により、語彙力、文章力の体得、練磨の機会となってきた。又、井上の指
摘した「反復、繰り返し」を継続してきた結果、話し手と聞き手の相互作用効果による対応
力育成に発展してきた。加えて、寺井が実践する参加型の語りを通して、より具体的なコミュ
ニケーション育成へとつながっている。今後、ストーリーテリングが、コミュニケーション
力育成の効果があると踏まえ、より効果的な授業の方策を探ることを目指したい。
今後の課題
　今後の課題として、ストーリーテリングをする際の話を選ぶ力、テキストを覚える作業へ
の時間的、技術的な問題への克服があげられる。十分な時間を確保しにくい現場の状況にど
のような工夫が考えられるかも検討していきたい。
　これと並行して子どもを対象としたストーリーテリングの語り手育成の普及も急務である
と考えている。しかし、授業後、学生はお話を子どもたちにも語りたいという強い思いを抱
くようになっており、子どもへのストーリーテリング実践へとつなげている報告を数多く受
けている。
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表1：幼児に向くおはなしのリスト
題　　　名 掲載テキスト書名 出版社
あかずきん 子どもに語るグリムの昔話５ こぐま社
あなの話 おはなしのろうそく４ 東京子ども図書館
アナンシと五 子どもに聞かせる世界の民話 実業之日本社
エパミナンダス おはなしのろうそく１ 東京子ども図書館
おいしいおかゆ 子どもに語るグリムの昔話１ こぐま社
おおかみと七ひきのこやぎ 子どもに語るグリムの昔話１ こぐま社
オンドリとネズミと小さい赤いメンドリ おはなしのろうそく12 東京子ども図書館
かにむかし わらしべ長者 岩波書店
ギーギードア 語ってあげよ！子どもたちに 編書房
こすずめのぼうけん おはなしのろうそく13 東京子ども図書館
こびととくつや 子どもに語るグリムの昔話６ こぐま社
こぶじいさま こぶじいさま 福音館書店
三びきのくま イギリスとアイルランドの昔話 福音館書店
三びきのこぶた イギリスとアイルランドの昔話 福音館書店
三まいのおふだ おはなしのろうそく５ 東京子ども図書館
三びきのやぎのがらがらどん 三びきのやぎのがらがらどん 福音館書店
七わのからす 子どもに語るグリムの昔話３ こぐま社
世界でいちばんきれいな声 おはなしのろうそく11 東京子ども図書館
ちいちゃいちいちゃい イギリスとアイルランドの昔話 福音館書店
ついでにペロリ おはなしのろうそく６ 東京子ども図書館
鳥のみ爺 日本昔話百選 三省堂
ねずみじょうど おはなしのろうそく３ 東京子ども図書館
ねずみのすもう おはなしのろうそく18 東京子ども図書館
番ねずみのヤカちゃん おはなしのろうそく18 東京子ども図書館
ひなどりとねこ 子どもに聞かせる世界の民話 実業之日本社
ふしぎなたいこ ふしぎなたいこ 岩波書店
ホットケーキ おはなしのろうそく18 東京子ども図書館
まほうのかさ まほうのかさ 福音館書店
ミアッカどん イギリスとアイルランドの昔話 福音館書店
ヤギとライオン 子どもに聞かせる世界の民話 実業之日本社
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図１： ストーリーテリングと国語教育「話す力」「聞く力」養成 
（７）語り方・覚え方の工夫
・ 登場人物やそれぞれの声を変えたり、お話の
世界に自分が引き込まれていくのを感じた
・ 台詞の言い回しや間の取り方も、何度も読ん
でいるうちに、自分のイメージが出来上がった
（８）お話に新たな発見
・ 繰り返しのお話に途中で自分も覚えた
・ 皆の表情が変わる瞬間が見えた
・ 想像して絵が見えた
・ アイコンタクトができた
（９）語り手による違い
・同じ話でも語り手によって違った
・多種多様なおはなしが聞けて有意義だった
（５）自信の必要性
・ お話が上手な人の話し方に、自信を感じた
・ 自信を持って話す人は、自然と声が聞き取り
やすい声で、しっかり前を向いている
（６）練習の必要性
・ 何回も声に出して練習をたくさんした
・ 人前での発表経験をたくさんしたい
・本番、練習のおかげで緊張しなかった
・慣れることがとても大切
・人前に立つことを克服したい
（３）聞くことに苦手意識がない
（４）人前で発表することに苦手意識がない
・ 生徒総会では議長として全校生徒の前で話
したこともあり、人前で発表することには
慣れている
・ 集中力は人並以上にあると思っている
（１）聞くことに対する苦手意識がある
（２）人前で発表することに苦手意識がある
・ 緊張して頭が真っ白になる
・ 目立つ事が嫌い
・ 恥ずかしい
・ 皆の顔を見られない
他グループとの積極的ふれあい
生徒会等活動
日常的日課
コミュニケーション力
向上の相互作用
＜コミュニケーション力に自信がある：
ポジティブ＞　ＥＦＧ
自分で語り、友達の話を聞いてからの変化
〈話す自信〉のカテゴリー 〈話す技術〉のカテゴリー
＜高校までの学生の活動＞カテゴリー
＜コミュニケーション力が不足している：
ネガティブ＞　ＡＢＣＤ
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